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ベイズ・非ベイズの対峙を超えて 

                                             岡田 謙介 
 

統計教育分野の国際誌の一つに，Teaching 

Statistics誌があります。通常の査読付き論文

が掲載される雑誌ですが，その最新号（Spring 

2011）に，統計のうた（Statistical Song）と

いう論文種別(?)を見つけました。よく知られ

た歌のメロディーを借りた替え歌で統計の授

業を楽しくしようという趣旨のようで，研究者

が歌詞を投稿しています。おもしろい試みだと

思います。 

 替え歌と言えば，ベイズ統計学の国際会議

Valencia Meetingでは，ベイズをテーマにした

替え歌を研究者が披露するという，これまた興

味深い伝統があります。たとえば，ジョン・レ

ノンのImagineの替え歌は次のような感じです

（Carlin, 2010）： 

 

Imagine you're a Bayesian– 
It's easy if you try, 
You just adopt a prior, 

And the data updates π, 

Statistics is so simple 
With subjective probabilityyyyy– ah-ah! ah 
ah… 
 

 一昔前，いわゆる主流または古典的な統計学

（頻度論）とベイズ統計学との間には，ある種

の相克があったと聞くことがあります。両者の

確率に対する考え方の違いは R.A. Fisherの時

代にさかのぼるものであり，根が深いと言える

かもしれません。また，主流派に対して当時ベ

イズ統計学がマイノリティであり，異端とみな

されたという事情もあったかもしれないと想

像します。上記の歌詞は 20 年ほど前に作られ

たものですが，そうした影が幾分感じられるよ

うにも思えます。 

 しかし，近年の計算機技術の発展とも相まっ

て，ベイズ統計学はその後の 20 年で急速にユ

ーザーを増やしました。ベイズの和書も，ここ

数年だけでも多数が出版されています。ポスト

モダン文化論などでよく語られるフレーズに

「対立から共生へ」というものがありますが，

この警句は統計学という一学問分野にも当て

はめられるのではないか，と思うことがありま

す。 

 実際，行動計量学分野で使われるソフトウェ

アでも，近年ではオプションの設定によって最

尤推定などに加えベイズ推定が選択できるも

のが増え，ユーザーにとってのハードルを大き

く下げています。モデルの評価・選択が重要な

意味をもつ多変量解析においては，推定法とし

ては最尤推定を用いるがモデル評価にはベイ

ズ情報量規準（BIC）を使う，といったことが

広く行われています。また、心理学では

Psychological Science誌を中心にprepという

指標が近年脚光を浴びましたが，これは効果量

が同符号になるベイズ予測確率ととらえるこ

とが自然な量であるように思います。他方，ベ

イズ統計学の側にとっては，事前分布の設定は

ベイズのアキレス腱と言われることもあるほ

どしばしば悩ましい問題ですが，これを周辺尤

度最大化の発想を使って設定しようとする考

え方（いわゆる経験ベイズ法）が機械学習など

でよく利用されています。このように，とくに
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応用研究の側からの要請によって，最尤推定に

代表される頻度論とベイズ統計との融和や協

働があちこちで進んでいるように感じます。

Bayarri & Berger (2004)は，「ベイズと頻度論

の相互作用」と題した論文において頻度論・ベ

イズの両方の側からのアプローチが重要と考

えられる研究場面をいくつも挙げています。 

 一昨年，ケンブリッジ大学で Psychometric 

Society の国際会議が開催された際に，ロンド

ンにてベイズのお墓を訪れる機会がありまし

た。都会の喧騒をそこだけは忘れさせるような

緑の多い一角で，楽しそうにしているリスたち

が印象的でした。18世紀に生きた彼は，自らの

名が冠された学問の現代の隆盛に何を思うの

でしょうか。軋轢の時代を超えたいま，ベイズ

師には草葉の陰で心安らかに我々の研究を見

守ってほしいです。 

（おかだ けんすけ， 専修大学） 

 

 

シリーズ＜行動計量の科学＞ 

「学習評価の新潮流」について 

 

 この度，シリーズ＜行動計量の科学＞の四巻

「学習評価の新潮流」が刊行された．テストを代

表とする教育測定はまさしく行動計量学の代表

的な研究テーマであったが，昨今，知識自身の捉

え方の変化から「評価」の考え方も変容してきて

いる． 

今日の先端的な学習理論では、従来のペーパー

テストによる「測定できるもの」のみを測定する

という考え方から、学習者の「発達」をあらゆる

材料を用いて評価するという考え方に移行しつ

つある。本書では、そのような先端的な学習評価

の理論および方法を紹介する．評価理論は、テス

ト項目の信頼性と妥当性の概念の導出とテスト

データの記述統計的扱いを提案した古典的テス

ト理論、その後、数理モデルを用いた項目反応理

論へと移行してきた。項目反応理論を用いること

により、コンピュータを用いて受検者の反応に適

応しながら項目出題したり、マルチメディアを用

いてより現実的な環境を再現できこれまで測定

できなかった能力を測定できるようになったコ

ンピュータ・テスティングが現実となってきてい

る．テスト理論は，心理学と統計学から生まれた

学問であるが，それにコンピュータ・サイエンス

の要素を加えたものが「eテスティング」である．

心理統計では，これまで計算時間を現実的な範囲

に抑えるという認識が少なく，計算量の評価も行

われてこなかった．そのため，精度と計算コスト

のコンピュータ・サイエンスで当たり前の概念が

あまり議論されず，漠然と「実践的」「理論的」

という言葉で片付けられてきた．e テスティング

では，評価精度が高いまま計算コストを如何に下

げるかという努力が中心的命題になりつつある．

これにより，今、最もニーズの高い，等質複数テ

ストフォームの自動構成や高精度な適応型テス

ティングが現実のものになりつつあるのである．

また、機械学習の手法を用いたニューラルテスト

理論や学習者の知識診断を得意とする認知的評

価理論なども提案されている．さらに、学習者の

様々な学習成果を長期間にわたり蓄積し、学習者

同士で評価させたり、自己評価によりリフレクシ

ョン（振り返り）を誘発したりする eポートフォ

リオによる評価手法は近年最も注目されている．

eラーニングや eポートフォリオで蓄積された学

習者の膨大な学習履歴データのデータマイニン

グ手法も最もホットな研究トピックである。本書

では、これら最先端の学習評価の話題をすべて紹

介しており、従来の理論から最先端の理論までよ

く整理されて書かれている。 

教育や学習、人材開発、心理測定や評価理論に

興味のある読者に読んでいただければ幸いであ

る。 

著者を代表して 

植野真臣 

電気通信大学 大学院情報システム学研究科 
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日本行動計量学会“出版賞”制定のお知らせ 
 

日本行動計量学会理事長 飽戸 弘 

 

永らく本学会の学会賞について検討を続けて

きましたが、本年、１１月の定例理事会において、

「日本行動計量学会“出版賞”」の制定が、正式

に決定されました。 

本学会では、1986年に「日本行動計量学会“功

績賞”」（林知己夫賞）および「日本行動計量学会

“優秀賞”（林知己夫賞）」の２つの学会賞が制定

され、今日まで、功績賞は毎年１名、優秀賞は毎

年１-２名が、受賞してきました。 

その後、1999 年より「日本行動学会“奨励賞”

（肥田野直・水野欣司賞）」が制定され、これは

学会誌、「行動計量学」または「Behaviormetrika」、

または毎年行われる学会大会において、意欲的な

研究業績を発表した個人、１-２名に、授賞して

きました。 

その後、新しい学会賞について、また学会賞の

選考方法などについて、検討を重ねてきましたが、

この度 2011 年度より“出版賞”の制定が決定さ

れることになりました。これは、過去３年以内に

刊行された優れた図書の著者・訳者を対象とする

もので、毎年、１名に授賞し、副賞として５万円

が授与されるというものです。こうして、本学会

としては、合計４つの学会賞が制定されたことに

なります。 

かねてより、諸外国では多くの賞があり、優れ

た研究者はさまざまな賞を獲得し、評価される制

度が浸透していましたが、日本の研究者は、諸外

国の研究者に比して賞を受賞したものが少なく、

国際共同研究や国際会議などに参加する時、しば

しば正当な評価が得られず、肩身の狭い思いをし

てきました。やはり諸外国のように、優れた業績

に対して賞を出すということの意義と必要性を、

常々痛感し、日本でもさまざまな学会、財団など

で、賞を設ける努力を続けてきました。 

一方、賞が増えるにつれて、審査をされる方々

の負担も当然増えて行きます。今まで本学会では、

独自の優れた審査方式を採用、維持してきました

が、この機会に、選考方法についても、検討を再

開しています。会員の皆様方に、なにか良い案な

どがありましたら、理事長なり、理事の方々に、

ご一報いただけると幸甚です。 

本学会の４つの賞が、会員のみなさんに、より

大きな意慾と刺激を与えることができ、本学会の

活動もより活性化することを心から祈念し、ご報

告とさせていただきます。なお“出版賞”につい

ての学会の規約は以下のようになっております

ので、ご参照の上、優れた書籍の推薦なども、よ

ろしくご協力のほど、お願いいたします。 

 

＜日本行動計量学会“出版賞”規定＞ 

過去３年程度に刊行された行動計量学に関す

る優れた図書の著者・訳者（原則として３人以内）

を対象とする。毎年，原則として１件を授賞する。

受賞者は，総会において表彰され，1 件 5 万円の

副賞が授与される。なお“出版賞”の正式名称を、

“杉山明子賞（出版賞）”とする。 

 

 

日本行動計量学会第 39回大会 

のご案内 
 

岡山理科大学 総合情報学部 教授 

  森 裕一(第 39回大会実行委員長) 

 

 2011年9月11日～14日に岡山理科大学で開催

します第 39回大会（11日のチュートリアルセミ

ナーの会場は岡山大学）について，現時点で確定

しています情報を基に，以下，ご案内申し上げま

す。みなさま，どうぞ奮ってご発表・ご参加くだ

さい。 

 

１．大会の基本情報 

・期 間：2011年 9月 11日（日）～14日（水） 

11日は，チュートリアルセミナー（日

本テスト学会と共催） 

・場 所：岡山理科大学 

第 25号館（創立 40周年記念館） 

〒700-0005 岡山市北区理大町 1-1 

（11 日のチュートリアルセミナーは

岡山大学教育学部） 

・ＵＲＬ：http://www.bsj2011.org/ 

最新情報や発表・参加申込はこちらか

ら。 

・連絡先： 

  メールの場合：office@ bsj2011.org 

  郵送の場合： 
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 〒700-0005 岡山市北区理大町 1-1 

 岡山理科大学 総合情報学部 森研究

室内 

 

２．大会の構成 

 大会は，「特別講演」「特別セッション」「一

般セッション」の 3つで構成します。「チュート

リアルセミナー」は2件の講演を予定しています。

詳細は，それぞれ，下記をご覧ください。 

 

３．大会までのスケジュール 

［2011.1.13木］Webページオープン 

［2011.2. 1火］特別セッションの企画募集開始 

［2011.4.14木］特別セッションの企画募集締切 

［2011.4.15金］ 一般研究発表申込開始 

 チュートリアル参加申込開始 

 大会参加事前申込開始 

［2011.6.17金］ 一般研究発表申込締切 

［2011.7.15金］ 抄録原稿提出締切 

［2011.7月 末］ プログラム冊子送付（予定） 

［2011.8.23火］ 大会参加事前申込締切 

［2011.9.11日〜14水］ 第 39回大会 

 

４．特別セッションの企画募集 

 「特別セッション」の企画募集は 2月 1日（火）

より行っています。申込は，上記 Webページの［発

表・参加申込］→［特別セッション企画募集］か

ら行ってください。締切は，4月 14日（木）です。 

 

５．一般研究発表の申し込み 

 4月 15日（金）より，上記 Webページの［発表・

参加申込］にて，申し込みを開始します。質疑応

答を含め 1 演題 20 分の口頭発表です。申込締切

は 6 月 17 日（金）ですので，発表予定の方はお

忘れになりませんようお願いします。抄録集の原

稿は申込開始と同時に受付を始め，7月 15日（金）

までにご提出ください。 

 

６．参加費等 

(1) 参加費 

種別 正会員 学 生 賛助会員 非会員 

早期 5,000円 3,000円 5,000円 7,000円  

当日 6,000円 4,000円 6,000円 10,000円 

 

・参加費には抄録集 1冊を含みます。  

・学生に準会員・非会員の区別はありません。  

・賛助会員は 3名様まで無料です。事前に参加券

を 3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です。4人目以降は，上記金額です。  

・抄録集は 1冊 3,000円で頒布します。  

・「早期」は，Web による参加申込と参加費振込

を 8月23日(火)までに行われた方が対象です。 

(2) 懇親会費 

 懇親会場は，9月 13日（火）に，岡山市内が一

望できる岡山理科大学のラウンジ（11号館 8階）

を予定しています。展望台気分を味わいながら，

交流を深めていただければと思います。 

 

種別 懇親会費 

早期 4,000円 

当日 5,000円 

 

・定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます。  

・「早期」は， 8月 23日(火)までです。 

 

７．チュートリアルセミナー 

 本大会の前日と前々日，ちょうど日本テスト学

会第 9 回大会が岡山大学教育学部で行われます。

同じ岡山の地で，共通する話題も多い 2つの大会

が開催されるということで，それぞれの会員の利

益となるよう，2つの実行委員会が相談し，日時・

場所設定とともに，チュートリアルセミナーを共

催で行うこととしました。 

 

 テーマ，講師，参加費は次の通りです。 

［テーマ 1］9月 11日（日）13:00～15:00 

 「シンボリックデータ解析」 

  水田正弘先生（北海道大学） 

  テキスト：当日配付 

［テーマ 2］9月 11日（日）15:20～18:30 

 「学力評価理論の新潮流」 

  植野真臣（電気通信大学） 

  荘島宏二郎(東京工業工大学) 

  テキスト：シリーズ〈行動計量の科学〉4 

「学習評価の新潮流」 

(ISBN978-4-254-12824-6) 
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テーマ 参加費 備  考 

1 3,500円 テキスト込 

2 

7,000円 
テキスト「学習評価の新潮流」が付き

ます。 

5,000円 
テキスト「学習評価の新潮流」をお持
ちの方が対象です。テキストは付きま
せんので，ご持参ください。 

 

・両方のチュートリアルセミナーに参加される場

合は，合計金額から 1,000円割引となります。 

・参加申込は 4月 15日（金）から開始します。 

 

８．その他 

(1) アクセスについて 

 今年の 3月には，九州新幹線も開通し，南九州

からもアクセスがよくなります。元々岡山は山

陽・山陰・四国の交通の要所であり，新幹線のみ

ならず，岡山空港も岡山駅からバスで 30 分と大

変便利です。岡山駅からは，西口，東口それぞれ

から「岡山理科大学」行きのバスが出ており，西

口からは 20 分（正門に着きます），東口からは

30分（東門に着きます）で大学に着きます。 

(2) 協賛について 

 広告・出展などでの本大会へのご協賛を募集し

ております。賛助会員の方には，個別にご案内さ

せていただきますが，ご検討いただける場合は，

Web ページの［協賛について］をご覧いただき，

お申し込みくださいますようお願いいたします。 

(3) 最新情報 

 最新情報は，大会 Webページに順次掲載してい

きますので，適宜ご確認ください。また，必要に

応じて，学会のメールニュースでご連絡させてい

ただきます。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

2011 年度統計関連学会連合大会のお知らせ 

 
（第一報） 

 

運営委員会委員長  中村永友（札幌学院大学） 

実行委員会委員長  前園宜彦（九州大学） 

プログラム委員長  西井龍映（九州大学） 

 

１．2011 年度統計関連学会連合大会について 

2011 年度統計関連学会連合大会は，統計関連

学会連合に参加している全ての学会である応用

統計学会，日本計算機統計学会，日本計量生物学

会，日本行動計量学会，日本統計学会，日本分類

学会の共催により，2011 年 9 月 4 日（日）から

7 日（ 水） まで， 九州大学伊都新キャンパス 

（ http://www.kyushu-u.ac.jp/access/index.

php）で開催いたします． 

また初日の 9月 4 日は，市民講演会およびチュ

ートリアルセッションを福岡市の中心部のアク

ロス福岡(http://www.acros.or.jp/)で開催いた

します． 

9 月 5 日から 7 日までは，コンペティション

や企画セッションなどの一般講演，ソフトウェア

セッションなどを実施します．自然豊かな新キャ

ンパスでの開催ですので，奮ってご参加ください． 

 

2．企画セッションの公募 

統計関連学会連合大会プログラム委員会は，市

民講演会，チュートリアルセッション，企画セッ

ション，コンペティションセッション，ソフトウ

ェアセッション等を担当しております．統計関連

学会会員の皆様でご意見やご提案をお持ちの方

は是非お知らせください． 

また，企画セッションに関しましては，今回も

これまでどおり公募いたします．広い意味で統計

学の発展への寄与，統計学の社会的使命に関わる

企画のご提案を歓迎いたします．なお，応募が多

数の場合にはプログラム委員会で調整させてい

ただくこともありますのでご了承ください． 

企画セッションの申込みに際しては，セッショ

ンのテーマとねらい，オーガナイザーの氏名・所

属・連絡先，予定講演者と演題名を西井宛てメー

ルにてお知らせください．企画セッション 1 件あ

たりの時間は 120 分を予定しております．講演件

数・講演方法などは，この時間の範囲で自由に設

定いただけます． 
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企画セッション応募締切り 

2011 年 2 月 18 日(金)（すでに過ぎています） 

企画セッション応募先 

連合大会プログラム委員長 西井龍映（九州大

学） 

nishii(at)math.kyushu-u.ac.jp (at)を@に置

き換えて下さい． 

 

3．その他の準備状況のご報告 

 

3.1 コンペティションについて 

「コンペティション講演」に関わる事項はつぎ

の通りです．コンペティション講演は，研究内容

とプレゼンテーションの能力を競う企画で，今回

で９回目を迎えます．参加資格は 2011 年 4 月 1 

日時点で満 30 歳未満の若手研究者です． 

所属や資格（大学院生，教員，社会人）は問い

ません．連名講演の場合，コンペティション対象

者は実際に口頭発表する方です．なお，研究報告

の申し込み時点でコンペティション対象者は，共

催６学会のいずれかの会員でなければなりませ

ん．ただし，申し込みと同時に入会手続きをする

方も含みます．また，事前審査は行ないません．

申し込んだ有資格者全員がコンペティションに

参加して頂けます．審査は，当日の口頭発表に対

して，数名の審査員と参加者の一般審査との総合

評価で行います． 

 

3.2 チュートリアルセッション，市民講演会，ソ

フトウェアセッションについて 

9 月 4 日に松田安昌先生（東北大），井元清哉

先生（東大）によるチュートリアルセッションお

よび村上征勝先生（同志社大），長尾篤志先生（国

立教育政策研）による市民講演会を開催予定です．

多くの市民や研究者の方々にとって有益な内容

ですので皆様の参加をお待ちしています． 

また，5 日以降にはソフトウェアセッションを

開催します．統計に関係したソフトウェアに触れ

ることができるよい機会にしたいと考えており

ます．参加して頂ける業者を募集いたしますが，

同時にご存じの方はどうぞご連絡ください． 

 

3.3 一般講演申込，報告集原稿提出，事前参加申

込について 

一般講演や参加の事前申込み，報告集原稿提出

はホームページ上で行います． 

一般講演申込の締め切りを 5 月下旬（予定）と

し，それ以降，報告集原稿提出および参加事前申

込の締め切りを設定いたします．確定した期日や

具体的な企画は，2011 年 4 月ごろの第二報でお

知らせいたします． 

 

 

「第 14回春の合宿セミナー」のご案内 
 

日本行動計量学会 運営委員会 

第 14回春の合宿セミナー企画担当 : 柴山 直 

 

 日本行動計量学会恒例の春の合宿セミナーを

本年度は東北大学でお引き受けすることになり

ました。 

 本年度は日本テスト学会のご協賛も得て、第１

日には項目反応理論、第２日には統計ソフトウェ

ア「Ｒ」の２つのテーマを準備しました。心理学、

教育学、医学、言語学、社会学と応用分野がます

ます広がりつつあるＩＲＴモデルと、それをいわ

ばささえる統計学の両方の知識を効率良く学べ

る入門レベルの内容となっています。 

 講師陣にはぞれぞれの分野でご活躍中の若い

先生方をお招きしております。 

長い冬も終わり、春分の日に再開される本学附

属植物園を、充実したセミナーの合間の散策コー

スに、また、そこでのニホンカモシカとの出会い

をたのしみにしていただきながらのご参加を心

からお待ち申し上げております。  

                             

＜開催要領＞ 

日 時：2011年 3月 26日（土）～ 3 月 27日（日） 

会 場：東北大学教育学研究科（文科系総合研究 

棟）206教室   

交通手段：JR仙台駅より仙台市営バスにて 

「東北大川内キャンパス」下車、徒歩 4分 

 仙台駅西口バス乗り場 9番  

『青葉通・工学部経由 動物公園循環』、 

『宮教大』、『成田山』、『青葉台』行きの 

各バス利用    

           

＜参加費＞ 

      事前払い   当日払い 

学生会員  2,500円    3,000円 

学生非会員 2,500円    3,000円 

一般会員  5,000円    6,000円 
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一般非会員 7,000円    8,000円 

 

＜参加にあたって> 

*1日目，もしくは 2日目のみの参加も可能です。 

*2日目に参加される場合は『Rによるやさしい統

計学』（山田 剛史, 杉澤 武俊, 村井 潤一郎：オ

ーム社）を各自購入して持参してください。 

*両日ともに，各自ノートPCを持参してください。 

*ノート PC には，事前に「R」等のソフトウェア

を事前にインストールして頂きます。こちらにつ

いては，参加者に別途ご連絡いたします。 

*会場の都合上，参加人数は定員 50名までといた

します（先着順）。 

 

＜講習内容＞ 

第 1日（3月 26日（土）） 

   09：30-10：00 受付 

  10：00－12：00  

  「項目反応理論を学ぼう！-IRT入門編-」 

  講師：佐藤喜一（新潟大学） 

  13：00－16：00 

  「項目反応理論を使おう！-IRT実践編-」 

  講師：熊谷龍一（東北大学） 

 

趣旨： 

 項目反応理論（IRT）は、TOEFL を始め，PISA

調査，日本語能力試験など，国際的な大規模試験

をささえているテスト理論です。また、最近では

心理・教育学的な研究や医学あるいは言語学的な

研究分野でもデータ分析の方法論として注目さ

れはじめ、個人研究レベルでもその分析事例が多

く報告されるようになってきています。 

 IRTに関心があり，まだ実際に IRT分析を行っ

た経験がない方を主な対象として、本講習では，

IRT の入門的解説，およびフリーの分析ソフトウ

ェア EasyEstimationを利用した，IRT分析の実践

をとおして IRTの理解を深めていきます。 

   EasyEstimationに関する HP:   

      http://irtanalysis.main.jp 

 

第 2日（3月 27日（日）） 

  09:30～10:00 受付 

  10:00～（昼休み）～16：00 

 「筆者に教わろう！『Rによるやさしい統計学』」 

講師：山田剛史（岡山大学）・杉澤武俊 

（新潟大学）・村井潤一郎（文京学院大学） 

趣旨： 

 オープンソースの統計ソフトウェアであるRに

関する入門的な演習です。『Rによるやさしい統計

学』をテキストにして， Rに全く触れたことがな

い初心者を対象に，R の初歩を学ぶことを目的と

します。なお，コンピュータの基礎的なスキル（文

字入力とファイル・フォルダの操作ができるこ

と），及び，統計学の初歩的な知識（記述統計，

検定の基本的概念を知っていること）を前提とし

ます。演習で取り上げる内容は，R の簡単な操作

から，R による記述統計，推測統計を中心としま

す。余裕があれば，多変量解析の一部（回帰分析，

因子分析）も解説します。テキストの該当箇所は，

7章までと 15,16章を予定しています。あくまで

入門演習ですので，R プログラミングの詳細とい

った中級以上の内容は扱いません。この点につい

て十分ご注意ください。『R によるやさしい統計

学』を各自購入して持参してください。 

 

＜参加申込み＞ 

 本セミナーに参加を希望される方は，タイトル

を  「第 14回春の合宿セミナー参加」 

として以下の書式で，申し込みアドレスにメール

をしてください。 

申し込みアドレス : bsjsemih23＠gmail.com（＠

は半角文字にしてください） 

書式 

【お名前】： 

【ご所属】： 

【種 別】： 学生会員・学生非会員・ 

一般会委員・一般非会員 

       （一つだけ選択してください） 

【参加予定】 

 ・１日目，２日目両日参加 

 ・１日目のみ参加 

 ・２日目のみ参加 

       （一つだけ選択してください） 

 

＜問い合わせ先＞ 

お問合せは下記にお願いいたします。 

日本行動計量学会 運営委員会 

     第 14回春の合宿セミナー庶務担当 :  

熊谷龍一 

   mail : bsjsemih23＠gmail.com 

（＠は半角文字にしてください）

https://sites.google.com/site/bsjsemih23/ 
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理事会議事録 

 
日本行動計量学会 2010年度第 2回理事会議事録 

 

日時：2010年 7月 26日（月）18：15～20：30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行：飽戸弘理事長 

出席者：飽戸弘、今泉忠、岩坪秀一、江島伸興、

大津起夫、大森拓哉（書記）、岡太彬訓、菊地

賢一、林文、前田忠彦、松本渉、村上征勝、森

裕一、森本栄一、吉野諒三 

 

資料 

1. 欧文誌編集委員会からの報告 

2. 日本行動計量学会 研究部会（地域部会）応

募書類（運営委員会報告資料） 

3. 組織検討委員会からの提案と検討事項の途

中経過についての報告 

4. 名誉会員のご推薦 

5. 2010年度予算案（2種） 

6. 2010年度総会議事次第案 

 

議事 

 

1.第 38回大会について 

松本渉大会副実行委員長より、大会プログラム

が完成したこと、現時点での参加者等申込数、ク

ーパー氏の講演が社会調査協会との共催ではな

くなったこと等が報告された。 

 

2.第 39回大会について 

前田大会担当副委員長より、第 39 回大会は、

森理事を実行委員長として、岡山理科大学にて、

平成23年9月11日～14日に開催する提案があり、

承認された。 

 

3. 各委員会報告 

（ア）編集委員会 

岡太委員長より、欧文誌について、資料 1に基

づき、37巻 2号は 4編の論文によって編成された

こと、特集号の予定が組まれていること等の報告

があった。 

（イ）運営委員会 

菊地事務局長（運営委員長代理）より、大会チ

ュートリアルセミナーについて、大会実行委員会

の運営で実施が可能であれば、実行委員会の主催

とする。そうでない場合には、運営委員会の主催

で実施する旨の提案があり、承認された。また、

資料 2に基づき、研究部会について、岡山地域部

会が承認された。 

（ウ）広報委員会 

森委員長より、Web、メーリングリスト、会報

等、滞りなく活動している旨、報告があった。ま

た、大会の情報などを、他の 30 団体に提供し始

めたことも、報告があった。 

（エ）事務局 

菊地事務局長より、入会、退会および会員種別

の変更の報告があり、承認された。 

 

4. 会則改正について 

村上組織検討委員長より、資料 3に基づき、事

務局の所在地の記載についての改正案を、総会に

提案することが報告され、承認された。また、役

員任期、寄付金の取り扱いの検討について、途中

経過が報告された。 

 

5. 名誉会員について 

菊地事務局長（山岡担当理事代理）より、資料

4 に基づき説明があり、杉山明子氏を名誉会員候

補とし、総会に提案すること承認された。 

 

6. 学会賞 

2010年度学会賞選考について、今泉担当理事よ

り選考委員長が紹介された。続いて、選考委員長

より、3名の受賞候補者、村上隆会員（功績賞）、

土屋隆裕会員（優秀賞）、尾崎幸謙会員（奨励賞）

について説明があり、承認された。 

 

7. 総会関連について 

菊地事務局長より、予算案（資料 5）、総会議

事次第案（資料 6）について説明があった。予算

案では、会費の前受け分の取り扱いなどについて

議論されたが、例年通りの取り扱いとすることと

なった。 

 

8．その他 

（ア）大会協賛依頼について 

菊地事務局長より、他団体への協賛依頼につい

ては、参加料金の取り扱いの変更などが特になけ

れば、大会実行委員長の裁量で判断してよいもの

とする旨、確認された。 

（イ）社会調査協会について 
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飽戸理事長より、社会調査士資格を持たない大

学院修了者が、専門社会調査士資格を取得する仕

組みなどが報告された。 

（ウ）次回理事会日程について 

次回理事会は平成 22 年 9 月 23 日（木）17 時

30分より埼玉大学にて開催予定 

 

 

関連学会等カレンダー 

 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
 
☆第 51回数理社会学会大会 

会 期: 2011年 3月 8日(火)・ 9(水) 

会 場: 沖縄国際大学 

照会先: 数理社会学会研究事務局 

〒980-8576 仙台市青葉区川内 27-1 

東北大学大学院文学研究科 行動科学研究室 

数理社会学会研究事務局（研究理事 浜田 宏） 

Tel/Fax: 022-795-6035 

jams.research@gmail.com 

http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jams.ht

ml 

 

☆社会言語科学会第 27回大会 

日時 : ２０１１年３月１９日（土）・２０日（日） 

場所 : 桜美林大学（町田キャンパス） 

〒194-0294 東京都町田市常磐町 3758 

TEL：042-797-2661（代表） 

交通 : JR 横浜線淵野辺駅北口よりスクールバス、

路線バス（約 8分） 

JR横浜線、小田急線町田駅より路線バス（約 25～

30分） 

京王線、小田急線、多摩モノレール多摩センター

駅よりスクールバス（約 20分） 

※日曜日にスクールバスの運行はありませんの

で、ご注意ください。 

●事前参加申込み 

事前申し込みは下記 URLからお手続き下さい．  

当日より，大会参加費（発表論文集 1冊を含む），

懇親会費がお得になっております． 

事前参加申込み，事前振込共に 2011年 3月 6日

（日）24時が締切となっております． 

http://www.wdc-jp.com/jass/27/ 

 

学会誌論文投稿先 

  

学会大会で発表された研究などを、できるだけ論

文として投稿してください。お待ちしております。 

 

和文誌「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山 1-24-1 

早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 

E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com 

 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 1--2 

大阪大学人間科学研究科 足立浩平 

E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp 

 

 

ご連絡 
 

日本行動計量学会会員数 (2011年2月10日現在) 

正会員：      920名（海外 9含む） 

準会員：       69名 

名誉会員：      8名 

賛助会員：      22社 

寄贈会員：       9名 

シニア会員：     15名 

計 1,043名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:jams.research@gmail.com�
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jams.html�
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jams.html�
http://www.wdc-jp.com/jass/27/�


 

 

 

日本行動計量学会会報 第 128 号                                 2011 年 3月 1 日 

  

 

入会手続き 

 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しく

は、下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：岸) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 
 

日本行動計量学会 Webページ 

 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除に

ついて 
 

 本会では、会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信していま

す。こちらへメールアドレスを新規登録、変更、

削除（メールニュースの配信停止）される場合は、

ご自身で、「会員向けメーリングリスト：登録・

サービスの詳細」のページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して、そこの指示にしたがって、作業を行

ってください。なお、会員であることを確認する

ために会員番号が必要ですので、学会からの送付

物の宛名シールなどを用意してください。 

 よろしくお願いします。 
 

会員専用ページへのアクセス 
 

 学会 Webページの「会員のみなさまへ」の会報、

会員向けメーリングリストの2つのページが会員

専用となっています。これらのページにアクセス

する際には、以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります。 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

広報委員会では、会員の方が出版された本や、

会員に関係があると思われる、シンポジウム、セ

ミナーなどの情報を含め、会員の皆様から原稿を

募集しております。下記の送付先までお送り下さ

い。なお、編集の都合上、発行月(3,6,9,12)の前々

月の末日まで(次号129号の場合には4月末日)に

お寄せいただければ、直近号に掲載することが可

能です。それ以降に届いたものにつきましては、

内容を判断した上で、次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

 

〒852-8521 長崎県長崎市文教町 1-14 

長崎大学アドミッションセンター 

吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 

TEL:095-819-2117  FAX:095-819-2112 

 

 

題字：林知己夫 

広報委員長：森裕一 

会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・ 

菅野剛・田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・ 

山岸侯彦・山田剛史 

相談役：前田忠彦 

 

 

 

 

 


